
２　個別事業評価調書

事　業　名

目標時期

総事業費 470 本年度事業費 470 交付金交付額 235

1 府と市町村等との連携に資する成果

2 住民の自治意識を高める成果

3 リーディング・モデル成果

4 広域的波及成果

5 行財政改革に資する成果

6 その他の成果

（記載要領)

具体的な成果

事業の有効性

事業の必要性

事業の効率性

　ちりめん街道は古くからの商家や医院、銀行跡等多様な住居が軒を連ね、丹後ちりめんで栄えた往年
の姿をいまに伝え、旧尾藤家住宅を中心に本町の観光拠点の一つとして整備され、この程重要伝統的
建造物保存地区の指定を受けたところである。当イベントにより文化財のＰＲ、観光誘客の推進に資する
ものである。

　ちりめん街道を舞台に各種行事を行うことで、織物業、観光地のＰＲを推進するとともに、町外からの
参加者と住民との交流を図ることで地域の活性化につなげるものである。

　ちりめん街道を守り育てる会 に管理運営を委託しているため、行政面での負担が緩和されている。

団体名：与謝野町

ちりめん街道まるごとミュージアム

　１　事業ごとに本様式を作成すること。
　２　「具体的な成果」欄については、できる限り客観的な数値を掲げて具体的に記載すること。

　普段は地元有志で組織される「ちりめん街道を守り育てる会」がその保存や管理運営を行っており、当
イベントについては地元と実行委員会が主体となって地域ならではの企画・発想の下に実施される。

　建造物及び文化財のＰＲ、観光誘客の推進による交流人口の増加、地域産業の活性化に寄与する。

事業の概要

　当イベントは、ちりめん街道のかつての賑わいを再現し、歴史を肌で感じながら町外からの来場者と町
民との相互交流を図るとともにちりめんのＰＲを推進する年１回のイベントである。平成１７年で６回目を
迎え秋の風物詩として町内でも定着している。

平成１７年度


